
「虫の音を聞く会」が開かれている玄宮園の夜
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彦
根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
合
併
協
議

会
で
は
、
多
岐
に
わ
た
る
各
種
事
務
事
業
の
速
や
か

な
一
元
化
を
図
る
た
め
、
１
市
３
町
で
の
協
議
・
調

整
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
種
事
務
事
業
の
な
か

で
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
項
目
の
う
ち
、
主
な
も

の
を
前
号
に
引
き
続
き
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
確
認
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て

も
、今
後
引
き
続
き
お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

第
12
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

８
月
27
日
、
多
賀
町
中
央
公
民
館
で
12
回
目
と
な

る
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
財
政
関
係
、
税
務
関

係
、
出
納
関
係
、
社
会
福
祉
関
係
、
児
童
福
祉
関
係
、

介
護
福
祉
関
係
、
医
療
関
係
、
保
健
衛
生
関
係
、
幼

稚
園
関
係
、
学
校
教
育
関
係
、
生
涯
学
習
関
係
、
保

健
体
育
関
係
、
人
権
教
育
関
係
の
各
種
事
務
事
業
に

つ
い
て
調
整
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
町
合
併
推
進
室
☎
◯　22　
１
４

１
１
番
内
線
４
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番



5 広報ひこね　平成15年９月15日

公共下水道が整備された区域の皆さんにお願いします

◆
受
益
者
負
担
金

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
の
土
地
に

対
し
て
賦
課
さ
れ
る
も
の
で
、
土
地
の
所
有
者

や
権
利
者
の
皆
さ
ん
に
、
公
共
下
水
道
建
設
費

の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

◆
下
水
道
使
用
料

公
共
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
と
し
て
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
排
水
量
に
応
じ
て
負
担
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

◆
宅
地
内
排
水
設
備
工
事

排
水
設
備
は
、
個
人
の
敷
地
内
に
設
置
し
、

家
庭
か
ら
出
る
台
所
、
ふ
ろ
、
洗
濯
、
水
洗
便

所
な
ど
の
汚
水
を
直
接
公
共
下
水
道
に
流
す
た

め
の
汚
水
管
や
汚
水
ま
す
な
ど
の
こ
と
で
す
。

公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
状
態
に
な
る
と
、

原
則
と
し
て
３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を
し

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
排
水
設
備
工
事
は
、
基
準
に
合
っ
た

工
事
を
す
る
た
め
、
必
ず
彦
根
市
指
定
下
水
道

工
事
店
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

排水設備工事の助成制度
○低所得者補助制度 市民税の所得割非課税世
帯に対し、補助金を交付する制度です。申請
者１人につき１件を限度とします。
補助限度額 ７万円
○融資あっせん制度 一般家庭で、排水設備工
事を実施する人で、資金が必要な場合に、工
事費に応じて金融機関を通じて融資を受けら
れます。
融資限度額 100万円
利　　　率 年２.９％
返済期間 60か月以内

※助成を受けるには、いずれも市税、下水道受益者負担
金を滞納していないことなどの条件があります。

公共下水道が整備された区域の皆さんにお願いします

市
内
で
は
、
最
近
あ
ち
こ
ち
に
「
市

役
所
か
ら
委
託
を
受
け
て
来
た
」
な
ど

と
言
っ
て
、
住
宅
敷
地
内
の
排
水
設
備

の
点
検
、
清
掃
、
修
理
な
ど
を
勧
め
る

業
者
が
回
っ
て
い
て
、
法
外
な
工
事
費

な
ど
を
請
求
す
る
場
合
が
あ
る
よ
う
で

す
。
市
が
理
由
も
な
く
排
水
設
備
の
清

掃
や
修
理
を
勧
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
は
、
こ
の
よ
う
な
業
者
と
は
一

切
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

下水道の正しい使い方
①生ごみを捨てない 野菜くず、割りばし、ビニール、紙
などは、下水道管が詰まる事故の原因になります。許可さ
れていないディスポーザーなどで細かく砕いてもだめで
す。
②油を流さない 食用油などは下水道管を詰まらせたり、
処理場の機能を低下させたりします。特に、台所から出
たところには、食用油などの油脂類の流出を防ぐため、
分離ますの設置を義務づけています。
③トイレにものを流さない トイレットペーパー以外のも
のを流さないでください。新聞紙やビニールなど、水に
溶けないものを流すと詰まる原因になります。いったん
詰まると、大がかりな修理が必要になるときがあります。
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公共下水道の供用区域

＝平成15年3月末現在の 
　供用区域 

稲枝駅 

河瀬駅 

南彦根駅 

高宮駅 

彦根駅 

近江鉄道 

鳥居本駅 

東北部浄化 
センター 

彦根口駅 

国道８号 

ＪＲ東海道新幹線 

芹川 
犬上川 宇曽川 

JR琵琶湖線

▲荒神山 佐和山
　▲

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
健
康
で
快
適
な
も
の
に

し
、
ま
た
、
河
川
や
湖
沼
な
ど
の
水
質
保
全
に
も
不
可
欠

な
施
設
で
あ
る
た
め
、早
急
な
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

彦
根
市
で
は
、
昭
和
57
年
度
に
公
共
下
水
道
事
業
に
着

手
し
、
市
街
地
の
下
流
側
か
ら
上
流
側
に
向
け
て
順
次
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

彦
根
市
の
公
共
下
水
道
普
及
率
は
53
・
６
％
（
平
成
14

年
度
末
現
在
）
で
、
全
国
平
均
の
65
・
２
％
（
同
）
や
、

滋
賀
県
平
均
の
72
・
６
％
（
同
13
年
度
末
現
在
）
に
比
べ

る
と
、
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況
で
す
。

今
後
も
、清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

整
備
区
域
の
拡
大
、
水
洗
化
の
普
及
を
促
進
し
て
い
き
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
彦
根
を

き
れ
い
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

公
共
下
水
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
部
☎

◯　22　
５
４
５
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
５
４
３
３
番

流
域
下
水
道
と
公
共
下
水
道

流
域
下
水
道

下
水
道
の
建
設
に
は
、
た
く
さ
ん
の
お
金
と
高
度
な
技

術
が
必
要
な
の
で
、
市
町
村
単
位
で
建
設
す
る
の
は
た
い
へ
ん
難
し

い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
い
く
つ
か
の
市
町
を
一
つ
の
単
位
と
し

て
下
水
を
集
め
、
ま
と
め
て
効
率
よ
く
処
理
す
る
の
が
「
流
域
下
水

道
」
で
す
。
県
が
主
体
と
な
っ
て
事
業
を
行
う
も
の
で
、
滋
賀
県
で

は
県
内
を
４
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
い
ま
す
。

彦
根
市
は
「
東
北
部
処
理
区
」
に
入
っ
て
い
て
、
北
は
木
之
本
町

か
ら
南
は
愛
東
町
ま
で
の
２
市
17
町
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道

市
内
の
各
家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら
下
水
を
集
め
、
流
域

下
水
道
に
接
続
す
る
ま
で
の
部
分
を
い
い
ま
す
。
市
が
主
体
と
な
っ

て
事
業
を
行
い
ま
す
。

下
水
道
の
経
費
に
つ
い
て

下
水
道
の
運
営
に
は
、
下
水
道
管
の
清
掃
や
処
理
場
の
運
転
な
ど
の

施
設
を
管
理
す
る
た
め
の
経
費
（
維
持
管
理
費
）
と
、
下
水
道
を
建
設

す
る
た
め
に
借
り
た
市
債
（
市
の
借
金
）
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

（
元
金
と
利
子
＝
資
本
費
）
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
経
費
は
、
下
水
道
の
使
用
料
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
彦
根
市
で
は
使
用
者
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
資
本
費
の
一

部
を
市
の
一
般
会
計
か
ら
負
担
し
て
い
ま
す
。

彦
根
市
で
は
現
在
、
下
水
道
普
及
率
を
高
め
る
た
め
、
積
極
的
に
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
が
大
き
く
な
る

と
、
そ
の
他
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
納
税
者
の
負
担
と
下
水
道
使
用
者
の
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
、

使
用
料
の
改
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
使
用
料
は
、
下
水
道
を
円
滑
に
運
営
し
、
私
た
ち
が
快
適
に

暮
ら
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4

ご注意ください 

※
平
成
15
年
度
﹁
下
水
道
の
日
﹂
推
進
標
語
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第１回　違いを超えて

来日してもう５か月が過ぎました。私の出身地ブラジル
のリオ・グランデ・ド・スール州は南半球にあるので、今
年は日本に来る前と日本に来てからの２回、夏を過ごしま
した。
日本の夏休みは、地域でのラジオ体操や、子ど
も会のバス旅行など、子どもたちにとって楽
しい行事がたくさんあります。また、近江
高校が甲子園に出場できたことは私にと
っても嬉しい出来事でした。
さて、７月から始まった、私が講師
を務めるポルトガル語講座では、18
人の市民の皆さんが受講され、毎回楽
しく学習をしています。ブラジル人が
多い彦根市では、講座で学習したポル
トガル語を使う機会もあるので、BOA

ボ ア

TARDE
タ ル ジ

（こんにちは）、OBRIGADO
オ ブ リ ガ ー ド

（あ
りがとう）と、ブラジル人とのコミュニケー
ションに役立てている人もいるようです。
異なる国の言葉を学習することは、異文化理解にとっ
て大変重要なことだと思います。そして同時に、いろいろ
な国の習慣を理解することも大切です。彦根市では、多文
化共生社会推進事業（※）に取り組んでいて、その中心事
業として「外国籍市民施策懇談会」を立ち上げました。彦
根に暮らす外国籍市民の悩みや問題点を話し合い、だれも
が住みやすいまちづくりをしていこうとするものです。
ところで、異なる文化を理解するきっかけや方法につい
て、少し私の体験を踏まえてお話ししてみましょう。私は、
何よりも外国人をおそれず、積極的に話しかけたり何でも
知りたいことを聞くことが大切だと思っています。ブラジ
ルでは、近所に新しい家族が引っ越してきたら、周りの人
は「どのような人？」「何をしている人？」「どこから来た

の？」と、その人のことを知りたくてたまりません。そこ
で、近所の人たちは、引っ越してきた人の家にあいさつに
行き、いろいろと質問したり、自分の家にお茶を飲みに来
るように招待したりします。日本のように贈り物を渡す習
慣はありません。気楽なおつきあいという雰囲気なのです。
日本では、このような方法で近所づきあいを始めること
は考えられません。最初からあまりなれなれしくすると、
失礼という印象をもたれるかもしれません。日本に住んで
いるブラジル人もこのような習慣の違いは理解していて、
自分の国で通用していたことが日本では通用しないことが
あることに気づいています。そして、日本にいるかぎり、
なるべく日本の習慣を身につけようと努力している人も多
くいます。
このように、おつきあいを始めるきっかけについても、

日本とブラジルでは随分様子が違っています。け
れども、お互いにそれぞれの習慣の違いを理
解することによって、より良い人間関係
が築いていけるのではないでしょうか。
ブラジル人の明るい性格を知っていた
だき、積極的に話しかけてみてくだ
さい。もっと楽しい近所つきあいが
できると思います。
日本からブラジルへの移民の歴史

を振り返ってみると、1908年に781
人の日本人が渡って95年がたちまし
た。異国の地で人種差別も受けず、現在

も多人種・多民族の人々と平和に暮らして
います。国際化を進めている日本、多文化が共

生できる地域社会づくりを目指している彦根市。ブラ
ジルから日本へと逆戻りしている移住者の子孫たちやその
他の外国籍市民の人たちと日本人市民とが、本当に仲良く
暮らせる社会が築かれることを願ってやみません。
次回は、私が市役所で実際にかかわっている仕事の内容
を紹介します。ATÉ

アテー

LOGO
ロゴ

！（ではまた！）

（彦根市国際交流員　田尾ロザーネ）

※多文化共生社会 国籍や民族の異なる市民が互いの文
化や習慣の違いを認め、共にひとつの地域で生きがい
をもって生活していける社会を築いていくこと。

実施講座 初級Ⅱ（全10回）
対 象 初級Ⅰ（基礎）を受講済みの人、またはポルト
ガル語の基本を習得している人
実 施 日 10月11日㈯～12月20日㈯の毎週土曜日（11月
１日㈯を除く）
講 師 国際交流員　田尾ロザーネ
時 間 10：00～11：30

場 所 国際交流ミーティングルーム（市民会館３階）
定 員 15人（先着順）
受 講 料 無料
申込期間 ９月17日㈬～10月３日㈮（土、日、祝日を除
く）の8：30～17：15
申込・問い合わせ先 国際交流課☎22-1411内線374
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左から野坂さん、朝

山さん、豊田さん、

大森さん、河野さん

の５人

朝あ
さ

山や
ま

暁さ
と
る

さ
ん
（
佐
和
山
小
５
年
）
大お

お

森も
り

茉ま

由ゆ

さ
ん
（
城
南
小
５
年
）
河か

わ

野の

翔し
ょ
う

子こ

さ
ん
（
城
南
小
６
年
）

豊と
よ

田た

航こ
う

平へ
い

さ
ん
（
城
南
小
５
年
）

野の

坂さ
か

宙ひ
ろ

生き

さ
ん
（
旭
森
小
５
年
）

次回のこの欄に登場するのは、あなたかも？

身近なニュース、まちの話題などをお知らせください

市情報政策課広報係☎22-1411（内線431）

マイク＆カメラ　市民インタビュー室

・・・・・
・・

・・・・・
・・

・・・・・
・・
・

・・・・・
・・

・・・・
・・ ・・・・
・ ・・・・

私
た
ち
は
こ
の
夏
休
み
に
「
子
ど
も
狂
言
教
室
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
私
た
ち
小
学
生
が
、
昔
か
ら
の
日

本
の
伝
統
芸
能
を
体
験
す
る
た
め
に
彦
根
城
博
物
館
で
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

教
室
は
全
体
で
７
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。
最
初
は
狂
言
に

つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
私
た
ち
で
す
が
、
小
笠
原

お

が

さ

わ

ら

先
生
や
ほ
か
の
先
生
が
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
５
人
そ

れ
ぞ
れ
が
狂
言
に
つ
い
て
と
て
も
楽
し
く
勉
強
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

練
習
で
は
声
の
出
し
方
や
、歩
き
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

足
袋

た

び

を
履は

く
順
番
ま
で
習
い
ま
し
た
。
足
袋
は
左
足
か
ら
順

番
に
履
き
ま
す
。
こ
れ
は
昔
の
武
士
の
習
慣
を
受
け
継
い
で

い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
し
て
最
後
の
日
は
博
物
館
の
能
舞
台
で
発
表
会
を
し
ま

し
た
。
今
ま
で
練
習
し
て
き
た
「
盆ぼ

ん

山さ
ん

」
と
い
う
狂
言
を
発

表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
あ
る
家
に
盗
み
に
入
っ
た
泥
棒
と
、

そ
れ
に
気
づ
い
た
そ
の
家
の
主
人
の
様
子
を
お
も
し
ろ
お
か

し
く
描
い
た
作
品
で
す
。
家
族
や
お
お
ぜ
い
の
人
を
前
に
し

て
演
じ
る
の
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
一
生
懸

命
演
じ
ま
し
た
。
ま
た
観
客
席
で
は
笑
い
声
も
聞
こ
え
、
初

め
て
の
狂
言
と
し
て
は
大
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
台せ

り

詞ふ

を
覚
え
た
り
、
動
き
の
練
習
は
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
夏
休

み
の
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

若わ
か

宮み
や

秀し
ゅ
う

一い
ち

さ
ん
（
城
西
小
６
年
）
小お

田だ

圭け
い

介す
け

さ
ん
（
旭
森
小
５
年
）
北き

た

村む
ら

裕ゆ
う

介す
け

さ
ん
（
城
南
小
５
年
）

ぼ
く
た
ち
が
参
加
し
て
い
る
「
彦
根
熱
中
塾
」
の
２
回
目

で
は
、
７
月
29
日
か
ら
２
泊
３
日
、
多
賀
町
の
高
取
山
ふ
れ

あ
い
公
園
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
し
た
。

小
学
５
、
６
年
生
の
参
加
者
約
20
人
を
、
高
校
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
か
ぶ
ら
の
会
」
や
、
青
年
団
の
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
た
ち
が
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２
泊
３
日
の
間
に
、
竹
で
お
は
し
を
作
っ
た
り
、
い
わ
な

つ
か
み
を
し
た
り
、
高
取
山
の
頂
上
ま
で
登
っ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

ご
飯
は
、
最
初
の
日
の
お
昼
は
持
っ
て
き
た
弁
当
を
食
べ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
３
日
目
の
お
昼
ご
飯
ま
で
、
全
部
自

分
た
ち
で
準
備
し
ま
し
た
。野
菜
な
ど
の
材
料
を
切
っ
た
り
、

た
き
木
の
火
で
ご
飯
を
炊
い
た
り
、料
理
し
た
り
す
る
の
で
す
。

家
で
あ
ま
り
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
包
丁
を
使
う
の
は
苦
手

で
し
た
が
、
何
回
も
し
て
い
る
う
ち
に
、
上
手
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
た
き
木
に
火
を
つ
け
る
と
き
に
燃
え

や
す
い
木
の
皮
を
上
手
に
使
う
こ
と
や
、
燃
え
て
い
る
木
を
割

っ
て
か
ら
取
り
除
い
て
火
力
を
調
整
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
覚
え
ま
し
た
。

何
も
か
も
が
と
て
も
楽
し
い
体
験
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

熱
中
塾
に
参
加
す
る
の
が
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

︻
彦
根
熱
中
塾
第
２
回
講
座
は
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
普
及
広
報

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
受
け
て

教
育
委
員

会
が
実
施
し
ま
し
た
。︼

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
で
き
ま
し
た

右
か
ら

北
村
さ
ん
、

小
田
さ
ん
、

若
宮
さ
ん

一生懸命演じた
▼
発表会

6
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滋
賀
大
学
「
滋し

大だ
い

祭さ
い

」

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

〈
日
時
〉11
月
１
日
㈯
・
同
２
日
㈰
の

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
最
後
ま
で

営
業
す
る
こ
と
）〈
場
所
〉滋
賀
大
学

経
済
学
部
構
内
〈
出
品
料
〉無
料

〈
募
集
店
舗
数
〉１
０
０
店
舗
〈
申

込
期
限
〉10
月
18
日
㈯
（
定
数
に
な

り
し
だ
い
締
切
）〈
申
込
方
法
・
問

い
合
わ
せ
先
〉電
話
で
滋
大
祭
実
行

委
員
会
（
後
藤
方
）
☎
０
９
０-

５

１
７
９-

２
１
１
３
番
へ
。
受
付
時

間
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
10
時

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

親
子
de
パ
ソ
コ
ン
教
室
１

「
思
い
で
の
ペ
ー
ジ
つ
く
り

（
写
真
加
工
初
級
編
）」

〈
内
容
〉パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
学

ん
だ
後
、
写
真
、
絵
、
文
字
な
ど
を

加
工
で
き
る
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ル
バ
ム
を
親
子
で
楽

し
く
完
成
さ
せ
ま
す
〈
日
時
〉10

月
18
日
㈯
・
同
19
日
㈰
・
同
25
日
㈯

（
３
日
間
通
し
の
教
室
で
す
）
各
日

と
も
午
前
９
時
30
分
〜
正
午〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
〈
対
象
〉
小
学

生
と
保
護
者
※
２
人
１
組
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

〈
定
員
〉12
組

（
先
着
順
）〈
受
講
料
〉１
組
１
、
６

０
０
円
〈
申
込
期
間
〉
９
月
20
日

㈯
〜
10
月
５
日
㈰

※
先
着
順
に
受

け
付
け
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
ま
す
　
※
休
館
日
（
９
月
22
日

㈪
・
同
24
日
㈬
・
29
日
㈪
）
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
〈
申
込
方
法
・

問
い
合
わ
せ
先
〉申
込
用
紙
（
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
受
講
料
を
添
え
、

同
セ
ン
タ
ー
☎
◯　28　

３
６
４
５
番
へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
政
府
主
催

戦
没
者
慰
霊
巡
拝

〈
趣
旨
〉先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
々
を
慰
霊
す
る
た
め
、
遺
族
の
参

加
を
募
り
、
戦
地
を
巡
拝
す
る
も
の

で
す
〈
巡
拝
地
域
お
よ
び
時
期
〉下

の
表
の
と
お
り
〈
費
用
〉お
お
む
ね

下
の
表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、

国
か
ら
一
部
補
助
さ
れ
ま
す
〈
参

加
申
込
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
〉▼

対
象
は
原
則
80
歳
以
下
の
人
で
す
。

ま
た
、
硫
黄
島
慰
霊
巡
拝
は
、
渡
島

経
験
の
な
い
遺
族
が
対
象
で
す
▼
慰

霊
巡
拝
に
訪
れ
る
地
域
は
、
日
本
と

気
候
風
土
が
異
な
り
、
ま
た
、
観
光

客
が
通
常
訪
れ
な
い
地
域
を
長
時
間

移
動
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
参
加

で
き
る
健
康
状
態
で
あ
る
と
い
う
医

師
の
証
明
が
必
要
で
す
▼
政
府
派
遣

団
と
し
て
行
動
す
る
た
め
、
各
々
の

戦
没
場
所
の
慰
霊
は
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す

〈
問
い
合
わ
せ

先
〉
社
会
福
祉
課
☎
◯　 23　
９
５
９
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７
６
８
番

ひこねサイクリングマップ
お披露目サイクリング
彦根市では、環境にやさしいまちづくりを進め
るため、自転車の利用促進に取り組んでいます。
その一環として、ＮＰＯ「ひこね自転車生活をす
すめる会」に「ひこねサイクリングマップ」を作
成していただき、市役所、支所、各出張所、市営
自転車駐車場の各窓口に備えました。
このサイクリングマップの完成を記念して、お披露目サイクリングが
開催されます。サイクリングマップで紹介されたコースを走って、今ま
で知らなかった彦根のまちを発見してみませんか？
日程・コース
９月21日㈰　琵琶湖湖岸ルート
～琵琶湖の風に乗り、季節を満喫～
・水鳥を見ながら、さわやかな湖岸沿いを走るコース。
・走行距離　約17㎞ 所要時間　約70分
10月19日㈰　佐和山・鳥居本周遊ルート
～山を臨む、街道の宿場～
・石田三成ゆかりの佐和山と、中山道鳥居本宿を巡ります。
・走行距離　約11㎞ 所要時間　約45分
11月16日㈰　彦根一周ルート
・彦根の広さを体験する、走りごたえのあるコース。
・走行距離　約50㎞ 所要時間　約200分
集合場所 いずれの日程も、9：30に市役所前に集合
対　　象 自転車に乗るのが好きな人、これから好きになる人ならだれ
でも。小学生以下は、保護者同伴でお願いします。
申込・問い合わせ先 ひこね自転車生活をすすめる会（竹内方）
☎090-9980-5915、FAX27-2332

募　集

お
わ
び
と
訂
正

「
広
報
ひ
こ
ね
」
９
月
１
日
号

15
ペ
ー
ジ
「
い
き
い
き
元
気
づ
く

り
教
室
」
の
開
催
時
間
が
午
後
１

時
か
ら
と
あ
る
の
は
、
午
後
１
時

30
分
か
ら
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

広報ひこね　平成15年９月15日

古
文
書
の
み
か
た
（
中
級
）

受
講
生

〈
内
容
〉昨
年
度
に
引
き
続
き
、
彦
根

城
博
物
館
所
蔵
八
木
原
太
郎
右
衛
門

家
文
書
の
「
八
木
原
俊と

し

胤た
ね

奉
公
書
」

を
テ
キ
ス
ト
に
し
ま
す
〈
対
象
〉

彦
根
城
博
物
館
開
催
の
「
古
文
書
の

み
か
た
（
初
級
）」
を
受
講
す
る
な

ど
を
し
て
、
古
文
書
解
読
の
基
礎
を

学
ん
だ
人
〈
期
間
〉10
月
11
日
㈯
〜

平
成
16
年
３
月
20
日
㈯
の
間
で
全
６

回
。
い
ず
れ
も
土
曜
日
の
午
後
２
時

〜
同
４
時
〈
場
所
〉彦
根
城
博
物

館
講
堂
〈
定
員
〉50
人
（
申
込
多

数
の
と
き
は
抽
選
）〈
申
込
期
限
〉９

月
30
日
㈫
（
消
印
有
効
）〈
申
込
方

法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉往
復
は
が
き

往
信
の
裏
に
住
所
、
名
前
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
史
料

課
（
〒
５
２
２-

０
０
６
１
金
亀
町
１-

１
）

☎
◯　22　
６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
６

５
２
０
番
へ

視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

新
任
者
養
成
講
習
会

〈
内
容
〉
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
に
つ
い

て
の
講
義
（
11
時
間
）
と
実
技
（
９

時
間
）〈
対
象
〉市
内
在
住
で
、
全
講

座
を
受
講
で
き
、
視
覚
障
害
者
ガ
イ

ド
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
確
実
に
活
動
で

き
る
人
〈
日
時
〉11
月
14
日
㈮
午
前

10
時
10
分
〜
午
後
４
時
50
分
、
同
18

日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
、
同
20

日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
同
21

日
㈮
午
前
９
時
50
分
〜
午
後
２
時
50

分
、
同
28
日
㈮
午
後
１
時
15
分
〜
同

４
時
40
分
（
全
５
回
）〈
場
所
〉
視

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
松
原
一
丁
目
）

ほ
か
を
予
定
〈
定
員
〉２
人
（
市
内

か
ら
の
募
集
分
、
応
募
者
多
数
の
と

き
は
抽
選
）〈
受
講
料
〉無
料
。
た
だ

し
、
テ
キ
ス
ト
代
、
実
技
実
習
教
材

費
な
ど
の
実
費
相
当
分
（
３
、０
０

０
円
程
度
）
は
受
講
者
負
担
〈
申

込
期
間
〉９
月
17
日
㈬
〜
同
22
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
障
害
福
祉
課
☎

◯　27　
９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７
６

７
番小

江
戸
彦
根
の
城
ま
つ
り

「
彦
根
城
大
絵
巻
」
出
演
者

〈
日
時
〉11
月
１
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
午
前
８
時
ご
ろ
集
合
）

〈
場
所
〉彦
根
城
内
玄
宮
園
〈
役
柄
〉

「
大
絵
巻
」
の
な
か
で
演
じ
て
み
た

い
時
代
劇
の
登
場
人
物
な
ど
の
役
柄

（
宮
本
武
蔵
、
水
戸
黄
門
、
新
撰
組
、

町
娘
な
ど
）
を
指
定
し
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
〈
応
募
資
格
〉時
代
衣

装
を
つ
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

で
き
る
人
※
衣
装
や
か
つ
ら
な
ど
は

主
催
者
が
準
備
し
ま
す
〈
応
募
期

限
〉10
月
３
日
㈮

〈
応
募
方
法
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
は
が
き
に
住
所
、

名
前
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す

る
役
柄
を
書
い
て
、

観
光
課
内

「
小
江
戸
彦
根
の
城
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」（
〒
５
２
２-

８
５
０
１
）
☎
◯　22　

１
４
１
１
番
内
線
３
３
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番
へ

城
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド

「
赤
鬼
家
臣
団
列
」
参
加
者

「
一
文
字
笠
列
」

〈
日
時
〉11
月
３
日
（日・祝）
午
後
１
時
〜

同
３
時
30
分
〈
コ
ー
ス
〉城
東
小

⇩
京
町
通
り
⇩
駅
前
お
城
通
り
⇩
い

ろ
は
松
⇩
彦
根
城
内
⇩
夢
京
橋
キ
ャ

ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
⇩
中
央
町
⇩
銀
座
街

⇩
城
東
小
（
コ
ー
ス
は
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
）〈
定
員
〉赤
鬼
家
臣
団

25
人
、
一
文
字
笠
10
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
抽
選
）

〈
応
募
資
格
〉15
歳
以
上
（
中
学
生
を

除
く
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
衣
装
を
身

に
つ
け
て
、
約
３
㎞
の
行
程
を
約
２

時
間
に
わ
た
り
行
進
で
き
る
人
（
赤

鬼
家
臣
団
は
約
10
㎏
の
甲か

っ

冑
ち
ゅ
う

を
、

一
文
字
笠
は
着
物
（
小こ

袖そ
で

）、
裃

か
み
し
も、

一
文
字
笠
を
そ
れ
ぞ
れ
着
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
）
※
衣
装
、
甲
冑
な
ど

は
主
催
者
が
準
備
し
ま
す
〈
応
募

期
限
〉10
月
４
日
㈯
（
必
着
）〈
応
募

方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
は
が
き
に

住
所
、
名
前
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

書
い
て
、
㈳
彦
根
観
光
協
会
内
「
小

江
戸
彦
根
の
城
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
」

係（
〒
５
２
２-

０
０
０
１
　
尾
末
町
１-

51
）

☎
◯　 23　
０
０
０
１
番
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　

１
９
１
９
番
、E

-m
ail:info@

hikoneshi.com

で
も
受
け
付
け
ま

す

募　集

8



11 広報ひこね　平成15年９月15日

飲
酒
運
転
な
ど
の危

険
運
転
の
追
放

▽
飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
に
直
結

す
る
悪
質
違
反
で
す
。「
飲
ん

だ
ら
乗
ら
な
い
、乗
ら
せ
な
い
」

「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

▽
信
号
無
視
、
速
度
超
過
、
無
理

な
追
い
越
し
な
ど
の
悪
質
違
反

の
危
険
性
を
自
覚
し
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

昼
間
の
ラ
イ
ト
点
灯
の
推
進

最
近
、
昼
間
に
ラ
イ
ト
を
つ
け

て
走
っ
て
い
る
車
を
見
か
け
ま
せ

ん
か
？
こ
れ
は
、
ラ
イ
ト
の
消
し

忘
れ
で
は
な
く
、
自
分
の
車
の
存

在
を
早
く
相
手
に
知
ら
せ
た
り
、

運
転
者
自
身
の
安
全
意
識
を
高
め

る
た
め
に
点
灯
し
て
い
る
の
で
す
。

前
照
灯
昼
間
点
灯
は
、
交
通
事

故
防
止
に
役
立
ち
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
こ
の
運
動
の
ス
テ
ッ

カ
ー
は
、

生
活
環
境
課
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
３
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
０
３
９
５
番

昼間点灯運動参加車昼間点灯運動参加車

滋賀県交通対策協議会

広報ひこね　平成15年９月15日

市
立
幼
稚
園
さ
ら
に
２
園
で

３
歳
児
保
育
を
始
め
ま
す

９
園
・
１
分
園
の
市
立
幼
稚
園
の

う
ち
、
平
成
15
年
度
か
ら
、
平
田
幼

稚
園
と
城
北
幼
稚
園
の
２
園
で
３
歳

児
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
彦

根
幼
稚
園
（
池
州
分
園
を
除
く
）
と

城
陽
幼
稚
園
で
も
３
歳
児
保
育
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

３
歳
児
保
育
を
実
施
す
る
園
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
20
人
を
募
集
す
る
予

定
で
す
。
募
集
要
項
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
11
月
15
日

号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番

第
56
回
滋
賀
県
民
体
育
大
会

一
般
の
部
で
彦
根
市
が
準
優
勝

８
月
上
旬
に
湖
東
地
域
の
各
会
場

で
第
56
回
滋
賀
県
民
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
の
部
の
郡
市
対
抗
総
合
成
績

で
、
彦
根
市
は
、
公
開
競
技
を
含
め
、

優
勝
６
種
目
、
２
位
４
種
目
、
３
、

４
位
が
６
種
目
で
合
計
78
点
を
獲
得

し
、
２
年
連
続
の
準
優
勝
と
い
う
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
種
目
は
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
弓
道
、

な
ぎ
な
た
、
ゴ
ル
フ
、
ホ
ッ
ケ
ー

（
公
開
競
技
）
の
各
種
目
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

保
健
体
育
課
☎
◯　22　
８
８
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番

10
月
１
日
は

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

10
月
１
日
は
、
５
年
に
１
度
の
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
の
日
で
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
豊
か
な
暮

ら
し
、
や
さ
し
い
住
ま
い
の
た
め
の

基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
、
全
国
約

４
０
０
万
世
帯
、
市
内
で
約
３
、２

０
０
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
お
宅
に
は
、

調
査
員
が
調
査
票
を
お
届
け
し
、
後

日
回
収
に
伺
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
☎
◯　22　

１
４
１
１
番
内
線
４
１
７
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢
基
礎
年

金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
な
ど
、
将
来
の
生
活
や
万
一
の
と

き
の
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
は
、
20
歳
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
、
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。納
め
忘
れ
が
な
い
か
確
認
し
、

も
し
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
お
手
持
ち
の

納
付
書
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
ど

う
し
て
も
払
え
な
い
と
き
は
、
一

度

保
険
年
金
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
納
付
の
確
認
を
し
て
い
ま
す

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
保
険
料

の
納
め
忘
れ
で
年
金
が
受
け
取
れ
な

い
こ
と
が
な
い
よ
う
、
電
話
で
の
納

付
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

社
会
保
険
事
務
所
職
員
の
「
国
民
年

金
推
進
員
」
や
「
国
民
年
金
収
納
指

導
員
」
が
お
宅
に
伺
っ
て
、
制
度
の

案
内
や
保
険
料
納
付
の
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
夜
間
・
休

日
に
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

社
会
保
険
事
務
所
や
紛
ら
わ
し
い

架
空
団
体
を
名
乗
っ
て
、
個
人
情
報

を
聞
き
出
す
不
審
電
話
が
相
次
い
で

い
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
は
、
皆
さ
ん
か

ら
届
出
さ
れ
た
書
類
に
つ
い
て
照
会

や
確
認
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
突
然
理
由
も
な
く
個
人
情
報
を

聞
き
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
社
会
保
険
事

務
局
彦
根
事
務
所
☎
◯　 23　
１
１
１
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
０
３
８
番
、

保
険
年
金
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番

内
線
１
３
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１

３
９
８
番

秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動

９
月
21
日
㈰

〜
９
月
30
日
㈫

高
齢
者
の
交
通
事
故
を防

止
し
よ
う

▽
夜
間
に
道
路
を
歩
く
と
き
に

は
、
明
る
い
色
の
服
装
や
反
射

材
を
活
用
す
る
な
ど
を
し
、
じ

ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
運
転
者
は
、
高
齢
者
を
見
か
け

た
ら
、
そ
の
行
動
に
じ
ゅ
う
ぶ

ん
注
意
し
、
徐
行
す
る
な
ど
安

全
と
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
道

路
を
横
断
中
の
高
齢
者
を
発
見

し
た
と
き
に
は
、
停
止
ま
た
は

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
通
行
を

妨
げ
な
い
よ
う
に
し
て
、
安
全

に
渡
り
終
え
る
ま
で
見
守
り
ま

し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

▽
「
車
に
乗
っ
た
ら
ま
ず
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
」
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ

う
。

▽
幼
児
を
同
乗
さ
せ
る
場
合
に

は
、
体
に
あ
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

情報
掲示板

熊
くま

谷
がい

藤
ふじ

雄
お

さん
（明治32年10月15日生まれ

103歳）

「好き嫌いがなくなん

でも食べ、一生懸命

働くことが長生きの

秘訣でしょうか。」

藤
ふじ

村
むら

小
こ

春
はる

さん
（明治34年４月10日生まれ

102歳）

「孫が買ってくれた木

琴を演奏して楽しん

でいます。」

敬老の日（９月15日）にちなみ、

市内の最高齢者を紹介します。

10

前照灯昼間点灯運動ステッカー
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※臨時の収集については、早めにお申し込みくだ
さい。（臨時の収集は、原則として毎週火・金
曜日に実施します。）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前後す
ることがありますが、ご了承ください。

10月前半

６日(月)、13日(月・祝)

日・曜日

２日㈭

３日㈮

１日㈬

７日㈫

８日㈬

９日㈭

14日㈫

10日㈮

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 中 央 部
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
農 協 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 農 協 観 光 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【10月前半】

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

図書館やたちばな号の利用は無料です。

図書館休館日
10月前半

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ツ川）、安清、芹、野田山、
正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地）

松原一丁目、松原二丁目、安清、外、野田山、正法寺、地蔵、平田
（大沢）、西今（松田団地）

原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、戸賀、小泉、本
町一丁目、本町二丁目、本町三丁目

山之脇、芹川、幸、大藪、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、中央
（第１・４部）、銀座、芹橋一丁目（河原二丁目の一部を含む）、芹橋
二丁目

幸、開出今蔵の町団地、八坂東団地、芹川、城町一丁目、城町二丁
目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、西今（松田団地を除く）、開出
今団地（第３部）、八坂北、三津

開出今蔵の町団地、八坂東団地、後三条（下）、中藪一丁目、中藪二
丁目、中藪、長曽根南、西今（松田団地を除く）、宇尾、三津屋、海
瀬、肥田（西肥田）

開出今団地（第１部）、後三条（下）、中央（第２・３部）、平田（大沢
を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、野瀬、須越、肥田（西肥田）

後三条（下）、立花、金亀、尾末、平田（大沢を除く）、野瀬、開出今、
須越、金沢（金沢団地）

後三条（下）、佐和、大東、旭、船、立花、平田（大沢を除く）、野
瀬、開出今、須越、出路、田原、金沢（金沢団地）

１日㈬

２日㈭

３日㈮

６日㈪

７日㈫

８日㈬

９日㈭

１０日㈮

１４日㈫

広報ひこね　平成15年９月15日

◆
Ｃ
型
肝
炎
は
こ
ん
な
病
気

肝
炎
は
、
肝
臓
に
起
き
る
炎
症
の
こ
と
で

す
。
肝
炎
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
ひ
き
起

こ
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
ウ
ィ
ル
ス
が

肝
臓
の
細
胞
を
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

き
る
も
の
を
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
と
言
い
ま

す
。Ｃ

型
肝
炎
は
、
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
の
一
種

で
す
。
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
は
、
血
液
を
介

し
て
感
染
し
て
い
き
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て
、
急
性

肝
炎
に
な
る
と
、
６
割
か
ら
８
割
の
確
率
で

慢
性
肝
炎
に
進
行
し
ま
す
。
慢
性
肝
炎
に
な

る
と
、
全
身
の
だ
る
さ
や
食
欲
不
振
な
ど
の

自
覚
症
状
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

う
し
た
自
覚
症
状
を
感
じ
な
い
人
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

こ
と
も
同
時
に
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
の
多
く
は
３
つ
の
遺

伝
子
型
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
2a
、
2b
と
呼

ば
れ
る
遺
伝
子
型
の
ウ
ィ
ル
ス
の
場
合
、
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
効
果
で
ウ
ィ
ル
ス
を
完

全
に
な
く
す
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ウ
ィ
ル
ス
の
量
が
少
な
い
と
き
や
、
肝

臓
の
繊
維
化
(注)
が
進
ん
で
い
な
い
と
き
も
、

効
果
の
出
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ウ

ィ
ル
ス
が
な
く
な
れ
ば
、
が
ん
に
な
る
可
能

性
も
非
常
に
少
な
く
な
る
の
で
す
。

一
方
、
ウ
ィ
ル
ス
の
遺
伝
子
型
が
1b
で
あ

る
場
合
や
、
ウ
ィ
ル
ス
の
数
が
多
い
場
合
、

肝
臓
の
繊
維
化
が
進
ん
で
い
る
場
合
は
、
ウ

イ
ル
ス
を
完
全
に
な
く
す
可
能
性
が
低
く
な

り
ま
す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
療
法
が
全
く
意
味
が
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
ィ
ル
ス
が
完
全
に
は
な
く

な
ら
な
く
て
も
、
発
が
ん
が
抑
制
さ
れ
る
効

果
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
進
歩
す
る

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
療
法

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
療
法
は
、
日
々
進
歩

し
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
平
成
13
年

（
２
０
０
１
）
末
か
ら
使
え
る
こ
と
に
な
っ

た
、
リ
バ
ビ
リ
ン
と
い
う
抗
ウ
ィ
ル
ス
薬
と

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
の
併
用
療
法
が
中
心

で
す
。
以
前
と

比
べ
て
確
実
に

効
果
が
上
が
り
、

遺
伝
子
型
が
1b

で
、
ウ
ィ
ル
ス

量
が
多
く
、
最

も
治
り
に
く
い

と
さ
れ
る
人
で
も
、
２
割
か
ら
３
割
は
治
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
広
が
る

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
可
能
性

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
は
非
常
に
高
価
で
、

た
い
て
い
の
人
に
と
っ
て
は
保
険
の
適
用
が

な
い
と
、
な
か
な
か
使
え
な
い
薬
で
す
。
以

前
は
、
保
険
の
適
用
が
、
６
か
月
間
の
投
与

が
１
回
、
と
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
14
年
（
２
０
０
２
）
に
は
、
一
切
の
制
限

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
を
少
し
ず
つ
、
長
期
に
わ
た
っ
て

使
う
こ
と
に
よ
り
、
完
全
に
ウ
ィ
ル
ス
が
排

除
で
き
な
く
て
も
、
肝
臓
の
炎
症
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
肝
臓
が
ん
の
発
生
を
く
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
今
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

よ
り
効
果
が
長
く
続
く
、
ペ
グ
・
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
と
い
う
新
し
い
薬
も
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。
週
１
回
投
与
す
れ
ば
よ
い
こ
の
薬

も
、
将
来
は
一
般
的
に
使
え
る
よ
う
に
な
る

予
定
で
す
。
治
療
の
選
択
肢
が
さ
ら
に
増
え

る
こ
と
に
な
り
、
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　（注）　
肝
臓
の
繊
維
化

炎
症
で
壊
れ
た
肝
臓
の

細
胞
の
あ
と
を
埋
め
る
た
め
に
繊
維
が

で
き
る
こ
と
。

▼
次
回
の
テ
ー
マ
は
﹁
上
手
な
救
急
受
診
の

し
か
た
﹂

◆
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
ご
用
心

自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
安
心

で
き
ま
せ
ん
。
慢
性
肝
炎
の
約
７
割
の
人
が

平
均
し
て
約
15
年
で
肝
硬
変
に
な
り
、
さ
ら

に
肝
臓
が
ん
へ
と
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
慢
性

肝
炎
か
ら
肝
硬
変
へ
の
進
行
を
く
い
止
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
不
規

則
な
生
活
や
、
過
労
を
避
け
て
安
静
に
し
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
薬
に
よ
る
治
療
と
し
て
は
、
肝
臓

の
炎
症
を
抑
え
る
肝か

ん

庇ひ

護ご

薬や
く

を
使
う
方
法

と
、
肝
臓
か
ら
ウ
ィ
ル
ス
を
な
く
す
こ
と
を

目
指
す
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
い
う
薬
を
使

う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
が
、
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

◆
発
が
ん
の
抑
制
効
果
も

わ
が
国
で
は
、
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
に
対
し
て

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
使
う
療
法
が
、
平
成

４
年
（
１
９
９
２
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
治
療
を
す
る
こ
と
で
、
３
割
か
ら
４
割

の
人
が
治
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
治
療
す
る
な
か
で
、
ウ
ィ
ル
ス
や
患

者
の
状
態
に
よ
っ
て
、
治
る
割
合
が
異
な
る

12
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健康管理だより

中な
か

村む
ら

陽よ
う

太た

ち
ゃ
ん

︵
川
瀬
馬
場
町
︶

高た
か

橋は
し

大だ
い

樹き

ち
ゃ
ん

︵
南
川
瀬
町
︶

西に
し

村む
ら

幸さ
ち

華か

ち
ゃ
ん

︵
正
法
寺
町
︶
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「
彦
根
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
　
ウ
ィ
ズ
」
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念

し
て
連
続
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
講
座
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
の

自
立
支
援
に
関
す
る
こ
と
や
、
講
師

の
高
橋
ま
す
み
さ
ん
の
著
書
「
老
い

を
楽
し
む
向
老
学
」
な
ど
を
テ
ー
マ

と
し
た
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
講
座
で
、
新
し
い
自
分
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
？
（
原
則
と
し
て
、

４
回
と
も
受
講
し
て
く
だ
さ
い
）

日
程

１
回
目
　
10
月
５
日
㈰

２
回
目
　
10
月
25
日
㈯

３
回
目
　
11
月
15
日
㈯

４
回
目
　
12
月
13
日
㈯

時
間

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜

同
３
時
30
分

講
師

高
橋
ま
す
み
さ
ん

場
所

彦
根
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
　
ウ
ィ
ズ
（
旧
働
く
婦
人
の

家
・
平
田
町
）
会
議
室

定
員

70
人
（
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
ま
す
）

申
込
期
限
　
９
月
30
日
㈫

日
時

10
月
１
日
㈬

午
前
10
時
30

分
〜
同
11
時
30
分

場
所

彦
根
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
　
ウ
ィ
ズ
（
旧
働
く
婦
人
の

家
・
平
田
町
）

講
演
「
市
民
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
進
め
る
男
女
共
同
参
画
」

講
師
　
高
橋
ま
す
み
さ
ん

定
員

70
人
（
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
ま
す
）

連
続
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー
の
申
込

方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

男
女

参
画
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内

線
３
６
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１

３
９
８
番
へ
。

10月１日にオープンする彦根市男女共
同参画センターの愛称が「ウィズ」に決
まりました。
「ウィズ」には、「共に、いっしょに」
男女が同じラインに立ち、協力し合って
問題解決に向かうという意味が込められ
ています。応募の総数41点から選ばれま
した。
「ウィズ」を応募した㈳かすみ会かい
ぜ寮に勤務する仁尾明美さんには、彦根
市男女共同参画センターオープン記念式
典において優秀賞が贈られます。

「男女共同参画センター
ウィズ」アドバイザー

高橋ますみさんを紹介します

日本向老学会事務局長、NPO「ウィン女性
企画」代表。
30年前から、子育てや介護をしながら、

女性を中心とした学習グループを立ち上げ、
女性の自立支援などの活動をされています。

羽は

鳥と
り

宏
ひ
ろ
し

さ
ん
︵
神
奈
川
県

湯
河
原
町
︶

昨
年
見
た
び
わ
湖
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら

れ
て
、
初
め
て
彦
根
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

「
玄
宮
園
で
虫
の
音
を
聞
く
会
」
の
こ
と

は
彦
根
に
着
い
て
か
ら
知
っ
た
の
で
す

が
、
コ
オ
ロ
ギ
や
ス
ズ
ム
シ
な
ど
た
く
さ

ん
の
虫
の
音
が
と
て
も
涼
し
げ
で
気
持
ち

の
よ
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

実
は
こ
の
玄
宮
園
に
は
昼
間
に
も
来
た

の
で
す
が
、
明
る
い
と
こ
ろ
で
見
る
庭
と

そ
こ
か
ら
見
え
る
天
守
閣
も
と
て
も
美
し

く
、
今
日
は
玄
宮
園
を
昼
と
夜
の
２
倍
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

彦
根
の
ま
ち
は
、
歴
史
的
な
風
情
が
感

じ
ら
れ
る
か
つ
て
の
城
下
町
と
、
緑
豊
か

な
田
園
の
風
景
の
両
方
が
見
ら
れ
て
、
と

て
も
き
れ
い
な
ま
ち
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
明
日
彦
根
を
発
ち
ま
す
が
、
い

つ
か
ま
た
別
の
季
節
に
、
も
う
一
度
訪
れ

て
み
た
い
で
す
ね
。

玄宮園でくつろぐ羽鳥さん夫妻


